
消化管内細菌の分布と蠶兒の健否

に就いて

第一報　特に細菌數の健康蠶兒並に不健康

蠶兒に於ける分布型に就て

輻島縣餓業試瞼場　 田角又十郞

es－一、緒　　　　論

　　　普通の健劇灘にありては」鞘イヒ液の弧き殺菌力は溶易に測謄内に細菌の繁

　　殖を許さす、桑葉と共に食下せられたる多くの細菌は、消化管内にて、殺滅3くは機育

　　を阻止せられて、糞と共に騰外に排泄せらるるものなる爾は、軟化病翻等より分離せ

　　られたる多種の紬菌の添食試験が、鍛兇の健康なる時は、殆ど陰性の結果に絡り居る

　　こと、及び此等健康鍛兇の吐掲せる浩化液中に浸漬せられたる種々の細菌が、試験管

　　内に於ても、数時闘内に大部分殺滅せらるる事實より、容易に想像し得らる。而して

　　其消化液の殺菌力が、強き盤基性物質なると、或は未知の航菌性物質なるとは、暫く

　　置き、此殺液力が溝化管各局部に於て同一のものなりや否は、軟化病の生理的病原論

　　の擾頭せる今日極めて興昧ある問題たり。余は此見地よりして、該聞題研究の第一手

　　段として、普通の健康獄児に就き、共溝化管の各局部に於ける細菌数を調査せるに、

　　普通の健康翫にありては洞一癩兇｛嫡りても、斯肯化管の各局細こよりて・細菌

　　数異なり、而も其關係は一定の型式を有するを獲見せり。依つて余は次に軟化病の初

　　期にある不健康獄児に於ては、如何なる歌態にあるやを知らんとして、自然に獲生せ

　　る初期下痢病獄、絶食及軟葉給與等により不健康となりたる獄兇に就き、共溜化管内

　　各局部に於ける細菌数を調査せるte、獄兇の健否の程度により，幾分の相遼ありたる

　　も、大膿一致して健康獄漕化管内細菌の分布の型と異なりたる一つの型式を示せり。

・　次に余は健康獄兇、不健康獄児の溝化管内細菌数に、何故斯くの如を型式を表すやの

　　原因を、究めんとしたれども、種々の都合上不可能なりしを以て、該問題の研究は今

　　後に譲り、蝕に今迄の調査の結果のみを報告し、識者の御批判を仰がんとす。因に本

　　試瞼は、今秋余が本縣獄業試験場小野新町支場に出張中行ひ、共一部は上田翻綜專門

　　墨羅躍病理實験室に於て行ひたり．而して本試験の達成には本場片岡支場侵の御

　　厚意並御忠書に待つこと多し。3ζ本支場煙草被害豫防試瞼實瞼室佐藤貞治、佐藤一静

　　爾氏には種々御便宜を賜りだり。尚恩師佐藤博士並に長野縣獄業試験場勝叉藤夫氏よ
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りは種々御忠言を賜りたり。畝に此等諸氏の御厚意に劃し満腔の感謝を捧ぐ。

第二、文　　　　　献

　文献を見るに，軟化病慧に就き細菌學的槍索をなしたる業蹟は、頗る多きも、健康

獄兇に就き細菌の検索をなしたる報告は、非常に勘なく、而も共の検索は、軟化病獄

等の研究i封照として、行はれたるものにして、健懲の消化管の細菌楡索を、目的とし

て行はれたる實験成績は、殆ど皆無と云ふて可なり。思ふに健慧に就て明白なる観念

を得るは、病慧の研究上極めて必要なることなるべし。今健獄に就て細菌槍索をなし

たる主なる文献を抄録すれば次の如し。

　青木、本多爾氏は鑑菌の病原性に就ての試験中，輩士照として健康慧兇の糞の細菌の

調査をぜられたり。

　岩淵氏は健康獄児に添食したる卒倒菌の運命を研究せる際、添食卒倒菌の健康獄中

ド抽llに於ける歌態を調塾蚤せられたり。

　立岩氏は、種々なる病獄の溝化液の水素イrbン濃度と細菌数のi封ll《｛試駿として健獄

消化管中の細菌数を調査せられ、健獄にありては軟化病．濃病、白雇病等に罹れる蟹

児よb中冒内の細菌数紗しとせられたり。

　勝又氏は、健獄を種々なる時間絶食せしめ拒る後、共潴化液の細菌橡索を行ひ、健

康鑓兇を絶食する時は、或る時聞迄は消化液の細菌数減少するも、其後は再び増加す

と云へり。3ζ氏は細菌添食後に絶食せる健黛の溝化管中に於ける該紬菌の消長をも橡

せられたり。

　西澤氏は人工的に肛門閉塞をなしたる健猛の溝化液、並に小腸部の細菌鐵を調査せ

られ、閉墾したる慧児のこれ等の部には、絶食したる鑓兇のそれ等の部より細菌早く

増加すと云へり。

第三、試験　方法

　獄児の健否に就き一建の規準なき現在にありては、余の維瞼より肉眼的に健獄と認

めたる獄児を、健康獄に關する試瞼の健慧材料として取るより方法なかりき。而して

此等獄兇は室頭病、下痢病等の如く、砂くとも軟化病歌を呈するものなき一鮮の鎧児

よりとり、たり。…爽に不健康獄兇の材料としては、自然に畿生したる軟化病獄に就て、

可及的實瞼せんとしたれども、當時病鑓勘かりしを以て絶食、軟葉給與等によ1・人

爲的に不健康となしたる獄兇に就き實験したる場含多し。

　材料纈兇は七五％酒精に浸漬したる脱脂紬にて、磨拭せる後、黙火して殺菌したる

解剖1［吐上に置き、同様の脆脂綿にて膿表面をよく拭ぴたる後、鮎火し膿表面を殺菌し、
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部頭と聯随解割針にて固定レ次に解剖鋏にて尾角の湯よ購豚管に沼ふて頭部ま

で切開し、切開し疫る皮嵩は爾側に開きて解剖針にて解剖皿に固建せり。而して實瞼

中使用する器具は、杢部殺菌後使用せり。次に左手に持ちたる解割針にて、消化管の膨

大せる最前端に小孔を穿ち、これより白金耳を突入せしめ、一白金耳量の胃内容をと

り、之を直ちに溶解後約五〇度に冷却せる普通寒天培養基（肉エキス10瓦ペプトン

、・瓦鰹・瓦塞天15］　rL，水…。CC）を約・・c碗分管せる謁繕・1・畝払よく鋤

管中の培養基と混合し㍗る後殺菌シヤーレ中に注ぎ水雫の場研に静置凝固せしめ、

偏準培養基とせり。同様の方法にて中胃（第五環節）小膓、直膓、結膓部より一白金

耳量の胃内容を取りて増養し各k前胃鳳中胃鼠直膓置、結膓匠と命名せり。斯くして

逃りたる偏李増養基は、30度の建温器中に入れ、二甕夜維過したる後培養基に磯育し

たる細菌のコロニー数を計算し，此数を以て冑内容一白金耳量中の細菌数と見倣せり。

弟四，試験成績　、

　以上の方法によlp、健獄67頭（眠獄14頭食桑中の慧児53頭）不健康獄児30頭に就て

の試験成績は次の如し。
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印

・扁 昼燻ｨ巾の，細菌薮

前胃　　中胃　　小腸　　結腸　　直腸

0　　　1　　　0　　　0　　　0

0　　　1　　　1　　　3　　　4

0　　　2　　　2　　　0　　　0

0　　　0　　　0　　　1　　　3

0　　　1　　　0　　　0　　　0

4　　　3　　　1　　－　　　－

2　　　2　　　2　　　－　　　－

4　　　3　　　5　　－　　　－

3　　　1　　　4　　－　　　－

3　　　3　　　0　　　－　　　一

1　　　6　　　0　　－　　　－

0　　　1　　　0　　　－　　　一一

備　　　考
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回

試

瞼

十

口

室

號
　
眠
慧

13

14

3　　1　　2　 －　 －

0　　1　　0　 －　 一

上表の如く四眠中の獄児消化管中には細繭数著しく勘く、街滑化管の各局部に於け

る細菌の分布には、一・定の傾向を認め難し。

（Pt）食桑中の獄兇

試瞼 試瞼 材料 翻見

印
一白金耳II1の細菌数

備　　　考番 月 鷲 番
號 日 児 號 　　　　　ぞO胃　　中胃　　小腸　　結腸　　蔽腸

第 八 國 1 848　　　　280　　　　716　　　　347　　　　525

一 月

鷲支

2 350　　　　　49　　　　451　　　　416　　　　263

回試

十

撰鵡

3 340　　　103　　　554　　　306　　　　66

験 日 四 4 ㊥ 375　　　　536　　　1985　　　1332　　　11〈晃4

日

目 5 81　　　　　37　　　　293　　　　187　　　　髪53

第 入 國 6 490　103　253　　79　　12
四眠催眠蹴にし

二 月
慧支

7 1　　　1　　　1　　　－　　　16

て第一ヒ號翻は眠

ﾉ就き消化帯中
圃試 十二

剛〇四一齢

8 105　　　　　10　　　　　80　　　　　－－　　　　176 には食桑勘かり

ｫ、七、八、九、十

験 日 號四 9 159　　　　59　　　105　　　　＿　　　　　76 號獄の結腸部に
日目

10
00　　　　　　00　　　　　00　　　　　－　　　　　・oo

は内容勘かりし

な以て調査ぜす

第 八 國 11 563　　　　508　　　1020　　　　303　　　　286

三 月
鷲支

12 720　　　　348　　　　654　　　　224　　　　295

回 十 一

試 二
〇五一齢 13 213　　　　122　　　　259　　　　192　　　　　65

験 日 號四 14 ¢ 27　　　　　　29　　　　　　73　　　　　　66　　　　　　41

日

目 15 239　　　　1Ω0　　　　517　　　　　69　　　　　97

第 八 國 16 40　　　　16　　　　72　　　　178　　　　141

四 月
獄支

17 ⑲ 58　　　　20壬　　　　486　　　　618　　　　275

回 十 一
試 四

〇五一齢 18 48　　　　38　　　206　　　211　　　ユ05

瞼 日 號四 19 73　　　　　36　　　　　80　　　　11島　　　　　90

日

目 20 o 55　　　　　73　　　　165　　　　2ろ3　　　　286

第 八 國 21 101　　18　124　112　　82
五 月

翻支支

22 78　　　　　36　　　　　72　　　　　52　　　　　76

回 二 δξ3

試 十 露一j 23
59　　　　　弓」5　　　　147　　　　　78　　　　　65
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験日五四21　　齢日
　　目25

0　　　　　　61　　　1虫4　　　365　　　213　　　170

　109　　　　104　　　　290　　　　135　　　　143

第入青26六月塾，7
羅茜讐28
瞼口目29
　　　30

277　　　　129　　　194　　　　82　　　　137

1357【　　　161　　　　359　　　　404』　　　196

121　　　　64』　　　116　　　．44　　　　45　　　圃

1188　　　　96　　　232　　　　78　　　　81

463　　　　270　　　　429　　　　　75　　　　　43

第　　　 ノK」　　瞳iヨi　　　31

七月鷲齢
回廿支二32試五四日
瞼日號目33

1243　　　864　　　963　　　708　　1044

468　　　　19壬　　　　544　　　　403　　　　503

270　　　　252　　　　285　　　　2grJ　　　　　89

　　　34第八嚴　　　35八刀帯
　　×36回二特　　　37．試十青
　　四3S験六齢39
　日三　　日40
　　目41

148　　　　21　　　102　　　　49　　　　54

73　　　　44　　　　59　　　　58　　　　42

67　　　　54　　　738　　　　29　　　　33

18　　　　28　　　　40　　　　32　　　　16

72171412
20　　　　　7　　　116　　　　E，2　　’　　31

15　　　　　3　　　　56　　　　26　　　　ユ9

16　　　　　8　　　　46　　　　18　　　　69

第 八 國 42 572　277　。。（＋）　。。　。。 。。は3000

九
月

魏支

43 1587　　　　378　　　00（十）　　　　oo　　　　◎o ．。。（＋）は5000

二 四
回
十

×支 44 コ64　　　　59　　　　566　　　404　　　234 　　　　　’ﾊの系田菌撒な示

試 七 一
45 145　　　　　89　　　　214　　　　122　　　　　81 す

瞼
日

○一・五

46 o 297　　　　444　　　0◎（十）　1980　　　　◎◎

號齢
五 47 67　　　　　61　　　　209　　　　105　　　　514

日

目 48 。。　1197　。。（＋）　。。　。。

第九嚴49＋月萱、。
回　特試三 c51
験日齢ご52
　　日　　目53

186　　　102　　　　77　　　　58　・　　64

45　　　　30　　　　46　　　　52　　　　32

36　　　　11　　　　48　　　　26　　　　14

987271422
35　　　　31　　　　76　　　　　7　　　　30

以上十回五十三頭の鑓兇に就ての試瞼の結果を瞥見するに、下言巳三事項を摘嬰する
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を得。

咽齢欝己の淘化管欧は五1羅兇の靴管内に於けるXbも概して緬撒凱。

　2．一一化性種よりも二化性種の方細菌藪砂き場合多し。

3・而して繊兇とも漕儲洛蹴βに於ける細菌の分布に一定の傾向を有す．崖防，

印を附したる第四、十四、十七、こ二十、二二十四、三十七、四十六號盈の如く薯しき例

外はあるも・大部分の蹴は前胃にオ贈多く、・隅に於て勘くなり、小厚躰於て再び

多くなり・更に結膓鵬に至るに從ひ又勘くなるなり．結膓と直膓の隙磁4撚たる

傾向を認め難きも、これ多分此等の部分に於ては内容物圃結し、正確に一自金耳量を

取り難かりしによるならん。今便利の爲、各局部に於ける細菌数中最多のものに五黙，

次のものに四鮎の如く、順次勘きものtこ三鮎、二黙、一黙と鮎を附し、其合計黙数と、

並略局部の細菌の一丁一均数にて曲線を劃きて見るに次の如し。

轟｝i緻　表

試験番號 慧免番號 前 斑 中　胃 小膓 結膓 直膓

第 1 5 1 4 2 3

一 2 3 1 5 4 2
回試験

345 412 221
555

34唱3

134

第 6 5 3 4 2 1

二 7
　 … 一 一 『回 8
一 ｝ 制 ｝ 一試験

9工0

こ 一一 一｝ 一一 一『

第 11 4 3 5 2 1

三 12 5 3 4 1 2
回試験

13

曹S

41
2勲 55 34 13

15 4 3 5 1 2

第 16 2 1 3 5 4

四 17 1 2 4 5 3
回 18 2 1 4 5 3
試験

19

Q0

21 12 33 54 4，5

第 21 3 1 5 4 2
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五

回

試

瞼

第

六

回

試
、験

22

23

24

25

26

27

28

29

30

翻ii

第

入

回

試

験

第

九

回

試

験

第

十

回

試

験

　　34

t’35

　　36

　　37

　　38

　　39

　　40

　　41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

5　　　　　　　1　　　　　　　3　　　　　　　2　　　　　　　4

2　　　　　　1　　　　　　5　　　　　　4　　　　　　　3

1　　　　　　2　　　　　　　5　　　　　　4：　　　　　　3

2　　　　　　　1　　　　　　5　　　　　　3　　　　　　　4

5　　　　　　2　　　　　　　4　　　　　　1　　　　　　　3

5　　　　　　1　　　　　　3　　　　　　4　　　　　　　2

4　　　　　　　3　　　　　　　5　　　　　　　1　　　　　　　2

5　　　　　　　3　　　　　　　4　　　　　　　1　　　　　　　2

5　　　　　　3　　　　　　4　　　　　　2　　　　　　1

5　　　　　　2　　　　　　3　　　　　　1　　　　　　4

3　　　　　　　1　　　　　　　5　　　　　　　2　　　　　　　4

3　　　　　　2　　　　　　4　　　　　　5　　　　　　1

5　　　　　　　1　　　　　　　4　　　　　　　2　　　　　　　3

5　　　　　　2　　　　　　4　　　　　　3　　　　　　　1

4　　　　　　　3　　　　　　　5　　　　　　　1　　　　　　　2

2　　　　　　　3　　　　　　　5　　　　　　　4　　　　　　　1

2　　　　　　1　　　　　　5　　　　　　4　　　’　　　3

2　　　　　　1　　　　　　5　　　　　　4　　　　　　　3

2　　　　　　　1　　　　　　　5　　　　　　　4　　　　　　　3

2　　　　　　　1　　　　　　4　　　　　　　3　　　　　　　5

2　　　　　　　　　　工　　　　　　　噛　　5　　　　　　　　　3．5　　　　　　　　3．5

2　　　　　　　1　　　　　　5　　　　　　4　　　　　　　3

4　　　　　　2　　　　　　5　　　　　　3　　　　　　1

1　　　　　　2　．　　　　　5　　　　　　3　　　　　　生

2　　　　　　1　　　　　　4　　　　　　3　　　　　　5

3　　　　　　1　　　　　　5　　　　　　3　　　　　　3

@5　　　　　　4　　　　　　3　　　　　　1　　　　　　2

　　3　　　　　　　1　　　　　　　4　　　　　　　5　　　　　　　2

　　4　　　　　　1　　　　　　5　　　　　　3　　　　　　2

　　　5　　　　　　1　　　　　　4　　　　　　2　　　　　　3

　　　4　　　　　　3　　　　　　5　　　　　　1　　　　　　2

E　1el－：ELe－－L‘2L155　　85　　216　　147　　131
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　　　第　　　　一　　　　圖

健康獄消化管内細菌分布曲線
‘50θ）250

傷OO）　200

‘300）150

r20ω100

θOO）50

」55
　　　　　　　　　　　　　　　ノへ　　ld・7

、、　　　　　　　／t（3iS）N・、　」31点欺

r255）＼、　　．　／　　＼
　　　　＼ご゜／　・鴨，、孕均繊

　　　　　　　r126’）

　　　　　　　　　　前中小結直　　　　　　　　　　胃　　　　　　胃　　　　　　膓　脇　脇

　　　　　　　　　　璽　　　至　　　蓼華箪

　　　　　　　　　　登　　舘　　轟盈

　備考

　　黒占数、ZF均瓢菌数とも共謙算には蜘置のあるec兜11除きナニリ、叉挙均細菌数に於ては。。　EPのあ

　　る匠の獄見為含ましめすo

　上圓の如く黒1徽の合計によりて劃きたる曲線も、亭均細菌数によりて劃ぎたる曲線

も全く、興傾向を同じうし、前胃部に相當藷iく、中胃部に最も低く．小膓部に於て再

び高く、然も最高に蓮し、結膓直膓に於て漸次再び低下せり。依つて余は此曲線を、

健康獄兇の濁化管内に於ける細菌の分布曲線と名付けんとす。勿論本曲線は、前胃部

と中胃部の聞及中胃郁と小膓部迄の間に、術未知の局部存する以上．充分正しき意味

をなすものとは思はれざれども、次に記する不健康慧兇の消化管中の細菌の分布曲線

との甥゜照上、膚名櫓を用ぴて誤なからんと信す。
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二、不健康獄児

（イ♪軟葉給與欝1児　　　　　　．　　　1

試瞼 試瞼 材料 獄児

印
一白金耳中の細菌数

備　　　考番 月 澱 番
號 口 見 號 前胃　中胃　ノ」・膓　結膓　蔵膓

國 1
　　　　　　’
V35　　　　　00　　　　218　　　　　86　　　2664 五齢餉食より開

第 八 慧 葉三葉目な三日

一
月

支日一一 2 225　　　　137　　　　220　　　　188　　　　255
間紛興し多くの

回 十 一〇五 3 593　　　2340　　　　　QQ　　　　　O◎　　　　　oo 下痢獄な出けこ

試験 二目 〇三齢

j三
@日

4 oo　　　　　　◎q　　　　　　oo　　　　　　oO　　　　　　QO

るものL中未だ

ｺ痢症状な呈ぜ
目 5 00　　　　　Qσ　　　　　　◎o　　　　　　◎Q　　　　　OQ ざる識見

6 576　　。。　　。。　　。。　　。。 材料第一回と同
第 八 同 ご

二 月
7

co　　　　　　◎O　　　　　　QO　　　　　　Q⇔　　　　　　QO

回 十 8 138　　　　628　　　　　DO　　　　　oO　　　　　oo

試 二
上

9 615　　　工22垂　　　　　oo　　　　　oo　　　　　oo

験 日

工0 00　　　　　　00　　　　　　00　　　　　　◎0　　　　　　◎Q

‘ロ1絶食獄見

を

試瞼 試験 材料 翻見

印
一白金耳ll暫の細葡数

備　　　考番 凋 獄 番’
號 1ヨ 兄 號 前胃　中胃　小膓　結鵬　流膓

昭 202　　　　2鶏0　　　　304　　　　189　　　　171 絶食室濫に3嚇
第 ‘九 和 閻

三 月

蒼 2 1．903　　6．715　　8．845　　7．768　29．597

回 進 3’ 15．246　16．906　　　　　◎o　　　　　oo　　　　oo

試
九 誘蕊

4 285　　　990　　1．123　　1，083　　3、289

瞼 日 日

目 5 23　　　　　35　　　　　3S　　1．153　　1．368

職 6 171　　　　198　　　　288　　　　536　　3．629 第三回と同じ材

第 九 白 料第九號獄は殆

四
月
善

7 114　　　　92　　　　95　　　333　　　246
ど難死し居れり

回 白 8 ：〔．355　　6．464　26．876　49．330　ユ8．144

試
九 欝嵩

9 18．236　　　　　　QQ　　　　　　◎o　　　　　　◎o　　　　　　oo

験 日 日

目 工0 92　190　754　867　149
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ひつ絶食後給桑せる鑓児

試騎番號 試瞼月日
材料鍛見 鷲見番號

即
一白金耳ll吻細菌数

備　　　考
前胃　・圃　小膓結膓　醜

第五回試瞼 九月九日

告薪島塑昌

594　　　　127　　　　746　　　　24！8　　　　306

Pユ8　　　　280　　　1194　　　　501　　　　33S

R60　　　　18義　　　　190　　　　1慮0　　　　　52

V07　　　　328　　　2499　　　　500　　　　7庄1

X9　　　　81　　　716　　　762　　　383

絶食3嚇問後給

Kし3時間後の

|晃

（＝）自然に嚢生したる下痢病簸

試験番銑 試瞼月日
材料識兇 獄見番號

印
一・ 昼熄ｸ中の系1町菌数

前留　　Φ胃　　小膓　　結膓　　直膓
備　　　考

k

第六回試瞼 八月十日

圓螢欧十六五號齢七日目

。。 @　SO　324　1370　　。。

pσ　　　　　　00　　　　　　00　　　　　　Q9　　　　　　◎O

pO　　　　　　O◎　　　　　　Ω0　　　　　　◎0　　　　　　00

pq　　　　　　◎○　　　　　　◎o　　　　　　◎O　　　　　　oo

R39　　　　354　　　　68｛』　　　　o◎　　　　　◎o

　備考

　　不健職蹴⑫試験蝋灘・（イ）及（・）の測・の・・EPItrfm菌鋤三干以．臨（。）（．）の

　　゜°印醗く鰻既て・閥・一言†算器ても計鍬得られ劃し拠示すものとす。

以上綱三〇頭の不鰯灘兜にS；（iての試轍勲見るに共穐康の程数よ卿

擁紛布雌締し居るのと1イ汲（・）の試験に於ては諌だ…一計鼎舗

持し鵬駒し爲め・期i融・舶燗査し得ざりしを以て、健康蹴畷ける瀕1

く・」・く｝致して期傾向瑠め難きも、㈲の縦1数膨く」⑩分着f型蝋腱

麟の分鯉と湧し居る謝緬を除けば汰傷致して小膓蜥・勘く、それ膿

に舞を認むる効・鞭利の爲め・　（・・）の試鷹礁ける距に五頭の灘蹴き

健蝋兇に於けるが如く澱も麩ものに灘次のものに四勲虫。く、齢ものtc

l鰍灘iして洪の合繍数並略瀦の継1の噛数1・て蝋を劃蜆るに次の如
し。
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黙数表

試験番號 翻見番號 前　胃 中 胃 小脇 結膓 直脇

第

回

1

2

3

4

5

3　　　　　5　　　　2　　　　　1　　　　　4

4　　　　　1　　　　　3　　　　2’　　　　5

1　　　　猛　　　　4　　　　4　　　　4

第

圓

試

瞼

6

7

8

9

10

エ　　3．5　　3．5　　3・5　　3・5

1　　　　2　　　　4　　　　4　　　　4

1　　　　2　　　　4　　　　4　　　　4

第

圓

試

瞼

1

2

3

4

5

3　　　　4　　　　・5　　　　2　　　　1

1　　　　　2　　　　　4　　　　　3　　　　　5

1　　　　2　　　　4　　　　4　　　　4
1　　　　　2　　　　　4　　　　　3　　　　　5

1　　．　2　　　　、3　　　　4　　　　5

第

四

回

試

験

6

7

8

9

10

1　　　　　2　　　　　3　　　　　4　　　　　0「

3　　　　　1　　　　　2　　　　　5　　　　　4

1　　　　　2　　　　　4　　　　　5　　　　　3

1　　　3．5　　3．5　　3・or　　3・5
1　　　　2　　　　4　　　　5　　　　　3

第

六

回

試

験

1

2

3

4

5

4．5　　1　　2　　3　　4・5

1　　2　　3　　4・5　　4・5

合　　　計 30，5　　42　　62　　64・5　　72



第一號〕　　　　　　　　沿化嘗内細菌の分布と獄児の健否に就いて　　　　　　　　　　55

　　第　　　ご　　　圖

不健康獄兇溝化管内細菌分’f｛i曲線

（600）120

C500　0）　10　0

（－iOOの80

（3000）60

t2000）40

cyOOO）20

擾　　　　　簗　　　　警纂墾
雄　　　　遷　　　錦謬

上圃に示したる如く・羅の儒｝°より劃きたる曲線も、継1の・幽数にて劃きたる

齢撚大關…の傾向獅モし・最初に低く、次第に後方に至るにそ鉱高くなるの

曲線擁れり・殊に小励下tc於ては湘菌鰍しく多勲示勧。依つて余は凱

が不健康となり・靴管内に宗噛の繁殖を許し趣に蜘ヒ病となる誠る時代に聯i【1

菌の靴管内の分布に・此llll線に近紬線酬く時代あり、撚もその時代は、1船初

期にして・絶館＋時間後の獅己・多くの軟価獺を出したる第帥、夕槻罎購と

思はるる程度の鋤帥に瞭多く表はるる見地より、劇1線を不鯛ξ欝己靴管中の

細融1の分拍∫曲和夷とlpr一ばんとす。

第五、　考　　　　察

鍛艶の靴管の・隅は浮肯化液を充せる一・一つの購なるを以て．共の前端と後端の

間の、各局部より分泌せらるる溝化液は、食桑なき時は、容易に泥合し得るものと思

はる・從つて漕化管内に・食桑始どなき休1購には洛蹴llに於て殆ど細轍に謙

なきものなるべし。而して共細菌数の勘きは、勝3ζ氏の云ふが如く、…完時間の絶食

は、細菌数を減すと云ふ事實より論明し得。次に健康欝魏の食桑中にあるものの漕化

管内糸備の分布が・磯の匪椒的イ揃鮪ナと云ふことは、靴管各劇瞬II1菌醐

する、夫々の關係の明らかならざる今日に於ては、殆ど鍵想的に解糧するより方法な

きなり。即ち桑葉と共に讃魏に食下せらるる細菌籔は、桑葉の食下前の環境に」：）i，

非常に異なるものなるべし・從って前附　に於ては、蝦呈食下したる継fの近似勲
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示すもの、思は。．次砒の細菌が桑葉・共蘭次靴管の後騰られつ’測ヒ液

の作用を受く楓靴液の彊き殺齢に・り・殺齢られ蜘こ・撒を脳も

のな、べし．余の羅した御胃細第六環節）の縮数の鋤りしは・よくこのこ

とと一致す。　T，、iして余の繊は、各錨剛て総揃しを以て・期前胃部と・

第六環節喘聯・灘・・腺醐に樹未矢・の部あ・も・・際欄1菌数多きよ

濃・繍灘：壕義懲灘饗鷺競製謙縫菰舞

にあ、駆に關しては、余の最も論明・・苦し獅・して越は蝋の靴液の灘i力

が易、く沖騨て繭し得ざり」糸噛囎殖し胤のt・るや誠はdlヒ部分の食

桑片は期前の、何欄助も、・り・く溝化せられ居・べきを以て・從つて一’一　f‘1

餌中の紬菌の密脚他の部より鍵理なるより’　；tffくなりたるものなりや・不明

なるも、儲の継現脚す・酬ボ、次の紬馳膓に於ては瀞1菌数小麟より

多かるべき筈な・に臓は滅少し居る・りす楓多燃の継 Qは｛UIの未

知の原因に、るなるべし．次臨膓直膓に於て・細雌鰍闘く脚・咽醸桑

の臨して，　，＄m菌の繁殖に不雛となる爲ならん・・」・m・・磁び脚1s氏の繊

に、る嬬家鷲靴管の後鵬商㈱りもPH｛購い轍・黒・は睨れ轍

醐化鶴充分細菌の瓢を許す螺・オン翻・あ・を肌・k素イオン灘に

就てのみ考ふれば、細雌多かるべきに謝實贈きものな・をL・X，それ以〃トに組

脚獅を阻ぐる駆の存す・もの乏考へら・・而して・食桑の圃結して紛のltyJき

。、が、共一大姻ならん。刻雌蛎獄の個・の灘に鵬圃繍膓との關

見。に、購の分布㈱・轍せざる場合多し・・れ此紛は・内額1結して磁

に舶錨勲撒し得ざりしによるなるべし・　　　　　　　．
　　知稚贈児の轍蹴硯・に、紬線雌兇湘化管の後方に至るに看鰍第

に高くなれり．。礁兇不藤・なる・1拡麟擶に於て・既に細操灘酬麟

先づ獅を初め、從つて靴液のPH髄働轍に・れを前旅方昏て臨4輔

部に及し從つて該部の纈数を多からしめ・最後に朔の棚♂齢すものと思甑

故醐、り小膓ま砿斯く翻愈αt蹴・るな・べ・・次・嚇1馳膓に於ては・

翻兇不糠、なるロ絋紛の吸牧作用鋤漢は鰍と齢緬募閥惣繭當の
もの、なれば、騨徴は沖胃部よ胤く低きものなる・り・　fd’；Ptなる枷

し得るものと脳識に紬線は、小瀦・嚇髄騨llるに伽融鍵

　於て、急激に高くなりしものなるべし。

　　此燃は劒。㈱勺なるも、騨f蝋（1如症にあらざる）の・」’㈱を申心とぜ

磯より鞭せるもの躯ある例よ呪て・大儂測なからん・
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　次に余は此の二曲線の利用により、現在肉眼的の判断より、方法なき獄兇の健否に

就き、少しく根櫨ある判断をなし得るものと信す。

第六、　総　　　　括

　本試験の内容を摘要すれば次の如し。

　1．健康獄兇の（四眠慧1消化管内には細菌数極めて勘し。而も冬局部により一定の

分布傾向を認めす。

　2．本試験の範園にて、健獄消化管内細菌と齢期、並に品種の關係を見るに、四齢慧

は五齢獄より、二化性覆は一一一一化性種より、（夏期1紬菌数概して｛妙き傾向にあり。

　3．健獄食桑中の叢震兇（四齢、五齢1の酒化管各部分の細菌の分布を見るに、一つの曲

線的傾向を以て増減し居れり。郎ち前胃に相當高く、中胃（第六環節）にて低下し、小

膓にて最高に達し、結膓、直膓にて再び低下す。此曲線を健康獄兇の消化管内赤1噛の

分布曲線と名付く、

　4・絶食獄、軟葉給與等による不健康鑓、及自然に蛮生したる初期軟化病鎧の消化管

内細菌の分布を見るに、健康獄と異なりたる曲線を表す、，2Pち前胃より中閥、小膓と

漸次高くなりi小膓より紬膓直膓となるに從ひ、細菌数の曲線割合急激に上昇せり。

余は此曲線に不健康獄兇の消化管内細菌の分布曲線と名付く。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和四年十月四H受理）


